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パソコンが同一のネットワークに接続していな
くても、HOMEを介して文書のやり取りができ
ます。

スキャン文書や電子文書の操作をより便利に
するDesktopの操作画面で、クラウド上の
HOMEのデータへ簡単にアクセスできます。

データを安全なクラウド上に保存するので、
災害やストレージの故障、オペレーションミス
の削除からデータを守ります。

Desktopのライブラリーに登録したHOMEへ、
ドラッグ&ドロップで簡単に文書を追加でき
ます。
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導入システム

受注関連書類にまつわる紙出力コストと作業工数
ファクス電子化ソリューションにより大幅節減へ

Cl i en t  P ro f i l e

ソリューションのあらすじ

　ウレタン発泡技術のリーディングカンパニーとして自動車部品、インフラ関連資材、

住宅建築材、寝具やコスメ用品など幅広い商品を世界各国に届けている株式会社イ

ノアックコーポレーション。多岐にわたる顧客企業からの受注書類は主にファクスで

届き、その処理の複雑さが課題となっていた。この電子化が税務処理やBCP（事業継

続計画）にも寄与すると判断し、キヤノンマーケティングジャパンのファクス電子化ソ

リューションの導入を進めている。第一に導入した大阪支店において、まずは紙出力

と作業工数の節減に効果が表れてきている。

株式会社イノアック
コーポレーション
本社所在地：愛知県名古屋市中村区

　　　　　　名駅南2-13-4

創業：1954年

資本金：7億2000万円

※2015年12月現在

キヤノンマーケティングジャパン株式会社

ソリューション
リポート

業　種 製造業

従業員数 1,705人

受注業務にまつわる膨大なファクスを電子化
紙出力と作業工数の節減および保管体制の強化へ
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株式会社イノアックコーポレーション 様 導入事例

関連ソリューション

・ファクス送信に関わる無駄な紙出力
と作業工数を節減したい

・書類を紙の原本で保管しているため
BCP対策ができない

・問い合わせ対応時の書類検索を簡
単にしたい

・パソコンからのペーパーレスファク
スにより紙出力と作業工数を節減

・電子化によりバックアップでBCP対
策が可能に

・フォルダ検索、ファイル名検索によ
り書類検索が効率化

課題 効果

クラウドストレージ
imageWARE DesktopとHOMEの連携で　　　　　　　
ワークスタイルを変革

imageWARE Desktop を、HOMEのクラウドストレージサー
ビスと連携することで、受信したファクス文書を外出先でも
参照可能に。無駄な待ち時間や移動時間を省き、お客さま
への訪問回数や面談時間を増やすことができます。

imageWARE Desktop
ファクス送受信がパソコン上でできるimageWARE Desktop

受信したファクスを取り込み、PDFファイルにするドキュメントマネジメントソフトウェア「imageWARE Desktop」。机の上の書類を整理整頓するように文書
をパソコン上で簡単に一元管理でき、そのまま印刷することなく各担当者への仕分けや、加工・編集してのファクス送信（返信）も可能にします。またユー
ザーの好み通りにフォルダ分けして文書管理でき、保存文書の検索も容易なためBCP対策にも有効です。

　　　　 　　　

●お求めは信用のある当社で製品に関する情報はこちらでご確認いただけます。

〒108-8011　東京都港区港南2-16-6

canon.jp/solution

canon.jp/solution-case
2016年6月現在

キヤノン ビジネスソリューション ホームページ

キヤノン 導入事例一覧

●Canon、Canonロゴはキヤノン株式会社の登録商標です。●本紙に記載されている会社名、
商品名は、一般に各社の登録商標または商標です。●記載の内容は2016年12月現在のものです。

●弊社の都合により予告なく変更させていただく場合がありますのでご了承ください。　

2016年12月現在



　大阪支店におけるファクス電子化ソリューションの導入

が順調に進むなか、久保室長は続いて東京本社での導入

を始めようとしている。「もう少し運用が固まり、メリット

を整理してからになりますが。ただ現時点で具体的な成

果につながる感触は得ています。大阪支店ではキヤノン

マーケティングジャパ ンのスケジューリングにより4カ月ほ

どで導入できましたので、東京本社ではその経験を生か

してよりスムーズな導入を実現したいと思います」。 

　久保室長としてはさらに業務効率化を進めるべく、キヤ

ノンマーケティングジャパンとの連携を考えている。「この

システムをよりよいものにすることはもちろん、今後は海

外拠点も含めグローバルで活かせるソリューションにも期

待したいです」。

U S E R ’ s  
VO I C E

ファクスを電子化した現場からの声

・ファクスでの納期回答が楽になった。

・営業担当者の外出中に見積もり依頼が来た際、書類をスキャンしなくても受信したPDFをそのま
　ま添付して送信できる。

・帳票類をデータで保存することで、紙のファイル数や保管スペースが削減できた。収納がかさば
　らない。

・メールで受信したPDFも書き込み可能になった。

・複合機まで行かず、自席パソコンで素早く処理できる。

導入の決め手

【  導 入 の経 緯  】

膨大な紙出力と煩雑な書類仕分けを
ファクス電子化により解決
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【  導 入 の成 果  】

紙出力と工数の節減に手応え
リソースの最適化に期待が高まる
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　導入して間もないため、まだ効果を数値化できてはい

ない。ただ紙出力と工数が節減できるという感触は得ら

れており、「従来は納期回答するのに複合機まで行かな

ければならなかったが、今は席に着いたまま回答できる」

「電子化されたことで、図面やカタログの依頼書をファイ

リングする手間が省けた」「送信エラーがすぐにわかる」

といった声が現場から上がっている。

　「皆、インストールから設定、運用まで支障なく行って

くれました。簡単に扱えます。」という川島マネージャー。

電子化により書類の保存・検索が手軽になるため、国税

庁から過去の注文書提出を求められた際も対応が楽にな

ると喜ぶ。

　また今井支店長も好感触を得て、こう語っている。「以

前は営業担当がファクスの仕分けをする場面もありまし

たが、ファクス電子化ソリューションにより解消。さらに

従来は営業担当の業務だった入金差額処理をアシスタン

トが行うようになり、その分、営業活動にリソースをかけ

ることができています」。

　当初は他社の複合機を使ったデモを参照した久保室長と川島マネージャーだっ

たが、キヤノンマーケティングジャパンの受注センターで使用しているファクス電

子化ソリューションを知ると気持ちが傾いたという。「受注センターでの事例を見

学させてもらい、これは効果が出ると確信しました。」という川島マネージャー。ファ

クスを受信すると各担当アシスタントに通知が届き、書類をパソコン上で処理でき

るうえ、各々が使いやすいよう自由に設定できる点も気に入ったという。「皆それ

ぞれ顧客が違うので、最適な仕様は異なるのです。ボタンの配置もそうだし、フォ

ルダ構成もそう」。

　また久保室長は「現存の複合機に新しいシステムをつなぎこむだけ、という手軽

さもコスト面で魅力。キヤノンマーケティングジャパンの担当者が4回にわたって

現場でヒアリングしてくれたこともあり、スムーズに導入できました。」と笑顔を見

せる。

　多様な商品を製造・販売している同社では、日々さまざまな書類が取引先から届

く。その大多数はファクスだ。例えば注文書なら、複合機に届いたものをアシスタン

トが担当者に振り分ける。書類を受け取った担当者の業務フローは取扱商品により

異なるが、受注内容をERP（基幹情報システム）に入力、さらに必要な項目を記入し、

顧客に返信する。商品によっては納期確認のため工場へもファクス送信することに

なる。

　「この複雑な業務フローにより、例えば大阪支店ではファクス4回線で毎月約4,500

枚の紙を出力するといったコスト面の課題、そして仕分けや送信という作業工数（ア

シスタント6名で対応）の課題がありました。また情報共有が難しいため、担当アシ

スタントの休暇や離席により対応に窮することも。紙ベースということもあり、BCP

対策の観点からも改善が望まれていました。」今井仁大阪支店長はそう振り返る。

　こうした課題はやはり他の拠点でも生じており「システムによる効率化はできな

いものか。」という声が上がっていた。相談を持ちかけられた久保哲也IT推進室室長

は、システムに精通した川島敏弘氏が総務Gマネージャーを務める大阪支店でまず

ファクスの電子化を進めようと考えた。

大阪支店
今井 仁 支店長

IT推進室
久保 哲也 室長

大阪支店
川島 敏弘 総務G マネージャー

【  今 後 の展 望  】

近く他拠点での導入を予定
連携を深めてより業務効率化を進めたい
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【  導 入 の決め手  】

実際に使用している現場で実効性を確認
既存の機器活用による手軽な導入も魅力

・現場へのきめ細かなヒアリングによる確実な効果
・既存機器の活用と業務に合わせた柔軟な運用設計

内容確認用と作業用の２つのモニターで運用


